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鹿児島県の小学校における 「書 くこと」の教育史(1)
一 「南 方 綴 方 」 の 一 考 察 一
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キ ー ワー ド:「 書 く こ と」 の 教 育 史 、r鹿 児 島 国 語 教 育 』 、 「南 方 綴 方 」

1問 題 の 所 在 と研 究 の 目的 えた もの で あった 。2

現行 の指 導 要 領 に は、 「書 く こと」 の 学 習指 導 調 査 の4か 月前 に は 「思 考 ・表 現 」 の問題 が 含

として、報告文 ・観 察文 ・記録 文 ・説明文 ・紹介文 ・ ま れ る こと が県 下 の全 小 中学 校 に通 知 され 、25

推薦 文 ・手紙文 ・生活文 といった実 用 的な文 種や 、 年 度 末 に実 施 され た。 そ の結 果 は、 次 のよ うな も

詩 ・短 歌 ・俳 句 ・物 語や 随筆 とい った 文化 的 な文 ので あ った。3

種 が挙 げ られ 、 目的 に応 じた文 章 が書 け るよ うに

指導 す る ことが求 め られ て い る。 小学 校 の教 科書 【表1国 語科 平均 通過 率】

を見 る と、以 前 と比 べて 実用 的 な文 章 を取 り扱 う 基 礎 ・基本 思考 ・表 現 全体

単元が増加 して いる。 子 どもた ちの 「書 く」活動 は、 小574.651.967.3

益 々充実 して き てい るよ う に見 え る。 中171.063.767.9

しか し一 方 で 、 「指 導 法 が分 か らな い 」 とい う 中266.457.662.6

教 師 の声 もよ く聞 く。 稿 者 は 小学 校 現 場 に20年

間勤 務 して いたが 、 例 え ば、生 活作 文 の指 導 につ もち ろん 、 この数 値 が そ の まま本県 の学 力 の全

いては毎年時 間を取 って研修 す るが よく分か らない、 容 を表 して い るわ けで は な い。 問題 の難 易度 や 各

とす る教師 が 多か った と記憶 して い る。加 え て 生 地 域 の状 況 な ど、様 々な 条件 を考 慮 す る こ とが 必

活作 文 教材 が 、現 行 教科 書 に採 択 され る ことは少 要 だ が 、小 学校 にお ける 「思考 ・表 現」 領域 の落

な く1、 教 師 も児 童 も 「書 き方 が分 か らな い 」 と ち込 み は、 何 らか の課 題 が ある ことを示 唆 して い

す る こ とが 多 い。 こ うした状 況 を 反映 して か 、近 る こ とも事 実 であ ろ う。

頃 で は、高 額 の代 金 を支 払 い夏 季休 業 中 の課 題 と 更 に、 「思 考 ・表 現 」 にお け る 「書 く こと」 の

して 出 され た 生活 作 文 を代書 して も ら うサ ー ビス の正 答 率 を調 べ る と、58.8%と い う結 果 で あ り、

が登 場 した と聞 く。 多 くの 小学 校教 師 は 、複 雑 な 他 の領 域 と比較 して も低 い結 果4で あ っ た。 県 教

気持 ちで 、 この報 道 を聞 いた ことであ ろ う。 委 は 同報 告 書 で 、今 後 の 改 善点 と して 、 「自分 の

小学 校 にお け る 「書 く こ と」 の不 振 につ いて は 意 見 を書 く こ と」 の指 導 法 の充 実 を挙 げ て い る。

本県 にお いて も課 題 の一 つ とな っ て いる。 鹿 児 島 この 「自分 の意 見 を書 く」 とい う行 為 は、何 も意

県教 育 委員 会 は 、近 年 の全 国学 力調 査 の本 県 結果 見 文 だ け に特化 され る もので は な く、 どの よ うな

を 受 け 、平 成25年 度 に新 し く 「鹿 児 島 学 習定 着 文 章 を書 く上 で も求 め られ る もので あ る。

度調 査 」 を、県 下 の 小5・ 中1・ 中2の 全 員 を対 各 小学 校 で は、今 後 自校 の実態 に応 じて 「書 く

象 に して実 施 した 。 これ は平 成15年 度 か ら10年 こと」 の指 導法 改 善 を進 めて い くと思わ れ る。 そ

間 継続 され た 「『基 礎 ・基 本 』定 着 度 調 査 」 を変 の際 、重 要 な観 点 として忘 れ て な らな いの は、 こ

更 して 、本 県 の 児 童が 苦 手 とす る 「思 考 ・表 現 」 れまでの本県小学校国語科教育 における 「書 くこと」

領域 に関す る問題 を、全 体 の3割 程 度 、新 た に加 の指 導 の成 果 と、課 題 を明 らか に してお く ことで
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